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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１グラウンド端子、１つ以上の第１トランジスタおよび負荷抵抗を含み、前記第１グ
ラウンド端子がグラウンドに連結された時にのみ動作する第１回路部、
　第２グラウンド端子および１つ以上の第２トランジスタを含み、前記第２グラウンド端
子がグラウンドに連結された時にのみ動作する第２回路部、および
　複数の抵抗および前記複数の抵抗の間のスイッチング素子を含み、前記第１グラウンド
端子および前記第２グラウンド端子のうち１つが連結されていないので前記第１回路部お
よび前記第２回路部のうち１つだけが動作する場合に終端抵抗を発生させる終端抵抗発生
部を含み、
　前記第１回路部および前記第２回路部は、それぞれに含まれたトランジスタにかかる電
圧を分配するための一つ以上の分圧抵抗をさらに含み、
　前記第１グラウンド端子および前記第２グラウンド端子が全て連結されて、前記第１回
路部および前記第２回路部が全て動作する場合、前記第１回路部および前記第２回路部に
含まれた１つ以上のトランジスタが全て動作し、前記第１回路部に含まれた前記負荷抵抗
に電圧が印加され、前記スイッチング素子がオフ（ＯＦＦ）状態になり、前記終端抵抗発
生部の複数の抵抗が互いに連結されていないので終端抵抗が発生しなくて、
　前記第１グラウンド端子および前記第２グラウンド端子のうち１つだけが連結されて前
記第１回路部または前記第２回路部のうち１つだけが動作する場合に前記第１回路部およ
び前記第２回路部に含まれた１つ以上のトランジスタが動作せず、前記第１回路部の前記
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負荷抵抗に電圧が印加されなく、前記スイッチング素子がオン（ＯＮ）状態になり、前記
終端抵抗発生部の複数の抵抗が互いに連結されて終端抵抗が発生することを特徴とする差
動入力方式通信の終端抵抗発生装置。
【請求項２】
　前記１つ以上の第１トランジスタは、
　前記第１グラウンド端子がグラウンドに連結された時にのみオン（ＯＮ）状態になって
動作することを特徴とする、請求項１に記載の差動入力方式通信の終端抵抗発生装置。
【請求項３】
　前記１つ以上の第２トランジスタは、
　前記第２グラウンド端子がグラウンドに連結された時にのみオン（ＯＮ）状態になって
動作することを特徴とする、請求項１または２に記載の差動入力方式通信の終端抵抗発生
装置。
【請求項４】
　前記スイッチング素子は、
　Ｎチャネル空乏型ＭＯＳＦＥＴであることを特徴とする、請求項１から３の何れか１項
に記載の差動入力方式通信の終端抵抗発生装置。
【請求項５】
　差動入力方式の通信を行う複数の通信ボードを含み、
　前記複数の通信ボードの各々の通信ボードは、前記通信ボードが終端に位置するか否か
に応じて終端抵抗を発生させる終端抵抗発生装置を含み、
　前記終端抵抗発生装置は、
　第１グラウンド端子、１つ以上の第１トランジスタおよび負荷抵抗を含み、前記第１グ
ラウンド端子がグラウンドに連結された時にのみ動作する第１回路部、
　第２グラウンド端子および１つ以上の第２トランジスタを含み、前記第２グラウンド端
子がグラウンドに連結された時にのみ動作する第２回路部、および
　複数の抵抗および前記複数の抵抗の間のスイッチング素子を含み、前記第１グラウンド
端子および前記第２グラウンド端子のうち１つが連結されていないので前記第１回路部お
よび前記第２回路部のうち１つだけが動作する場合に終端抵抗を発生させる終端抵抗発生
部を含み、
　前記第１回路部および前記第２回路部は、それぞれに含まれたトランジスタにかかる電
圧を分配するための一つ以上の分圧抵抗をさらに含み、
　前記第１グラウンド端子および前記第２グラウンド端子が全て連結されて、前記第１回
路部および前記第２回路部が全て動作する場合、 前記第１回路部および前記第２回路部
に含まれた１つ以上のトランジスタが全て動作し、前記第１回路部に含まれた前記負荷抵
抗に電圧が印加され、前記スイッチング素子がオフ（ＯＦＦ）状態になり、前記終端抵抗
発生部の複数の抵抗が互いに連結されていないので終端抵抗が発生しなくて、
　前記第１グラウンド端子および前記第２グラウンド端子のうち１つだけが連結されて前
記第１回路部または前記第２回路部のうち１つだけが動作する場合に前記第１回路部およ
び前記第２回路部に含まれた１つ以上のトランジスタが動作せず、前記第１回路部の前記
負荷抵抗に電圧が印加されなく、前記スイッチング素子がオン（ＯＮ）状態になり、前記
終端抵抗発生部の複数の抵抗が互いに連結されて終端抵抗が発生することを特徴とする差
動入力方式通信装置。
【請求項６】
　前記複数の通信ボードのうち終端に位置した通信ボードは、前記第１グラウンド端子お
よび前記第２グラウンド端子のうち１つが連結されていないので終端抵抗が発生し、前記
複数の通信ボードのうち終端に位置していない通信ボードは、前記第１グラウンド端子お
よび前記第２グラウンド端子の全てが連結されて終端抵抗が発生しないことを特徴とする
、請求項５に記載の差動入力方式通信装置。
【請求項７】
　前記１つ以上の第１トランジスタは、
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　前記第１グラウンド端子がグラウンドに連結された時にのみオン（ＯＮ）状態になって
動作することを特徴とする、請求項５または６に記載の差動入力方式通信装置。
【請求項８】
　前記１つ以上の第２トランジスタは、
　前記第２グラウンド端子がグラウンドに連結された時にのみオン（ＯＮ）状態になって
動作することを特徴とする、請求項５から７の何れか１項に記載の差動入力方式通信装置
。
【請求項９】
　前記スイッチング素子は、
　Ｎチャネル空乏型ＭＯＳＦＥＴであることを特徴とする、請求項５から８の何れか１項
に記載の差動入力方式通信装置。
【請求項１０】
　前記差動入力方式の通信は、
　ＣＡＮ（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）通信、ＲＳ－４８５（Ｒ
ｅｃｏｍｍｅｎｄｅｄ　Ｓｔａｎｄａｒｄ－４８５）通信およびＲＳ－４２２（Ｒｅｃｏ
ｍｍｅｎｄｅｄ　Ｓｔａｎｄａｒｄ－４２２）通信のうち１つであることを特徴とする、
請求項５から９の何れか１項に記載の差動入力方式通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は２０１２年１０月２９日に韓国特許庁に提出された韓国特許出願第１０－２０
１２－０１２０２７０号の出願日の利益を主張し、その内容の全ては本明細書に含まれる
。
　本発明は、差動入力方式通信の終端抵抗発生装置および差動入力方式通信装置に関し、
差動入力方式通信装置において複数の同一の通信ボードを利用するが、通信ボードが終端
に位置すれば終端抵抗を発生させ、通信ボードが終端に位置しなければ終端抵抗を発生さ
せないようにすることにより、差動入力方式通信装置において通信ボードが終端に位置す
るか否かを区分して管理する必要がなく、通信装置の設置時、終端に位置した通信ボード
に終端抵抗を漏らすエラーを防止することができ、通信ボードの位置に関係なく同一の通
信ボードを利用するので維持および管理が容易な差動入力方式通信の終端抵抗発生装置お
よび差動入力方式通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＡＮ（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）通信、ＲＳ－４８５（Ｒ
ｅｃｏｍｍｅｎｄｅｄ　Ｓｔａｎｄａｒｄ－４８５）通信、ＲＳ－４２２（Ｒｅｃｏｍｍ
ｅｎｄｅｄ　Ｓｔａｎｄａｒｄ－４２２）通信などの差動入力方式のシリアル通信の場合
、通信装置の終端に終端抵抗を設けなければならない。
【０００３】
　図１は、従来の差動入力方式通信装置を示す図である。
【０００４】
　差動入力方式通信において、通信装置は様々な設計基準によるインピーダンスを有して
いるため、通信装置の終端から反射現象が発生する。
【０００５】
　これにより、通信装置の線路１１の両終端に抵抗１２，１３を連結して線路の全体に一
定電流が循環するようにすることにより、線路１１上のインピーダンスを調整して反射現
象を減らし、ノイズに強くなるようにするが、この時に設ける抵抗が終端抵抗１２，１３
である。
【０００６】
　図２および図３は、従来の差動入力方式通信装置に終端抵抗を設ける例を示す図である
。
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【０００７】
　従来の差動入力方式通信装置においては、図２に示すように終端に位置した通信ボード
２１，２２そのものに終端抵抗２３，２４を設けるか、図３に示すように終端に位置した
通信ボード３１，３２の外郭通信コネクター３３，３４に終端抵抗３５，３６を設ける方
式を用いて終端抵抗を挿入した。
【０００８】
　しかし、このような従来の差動入力方式通信装置は、通信ボードが終端に位置するか否
かを区分して管理しなければならないため、通信装置の維持および管理が不便であり、通
信装置を初めて設置する時、終端に位置した通信ボードに終端抵抗を漏らすエラーが発生
し得るという問題点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、差動入力方式通信装置において複数の同一の通信ボードを利用するが
、通信ボードが終端に位置すれば終端抵抗を発生させ、通信ボードが終端に位置しなけれ
ば終端抵抗を発生させないようにすることにより、差動入力方式通信装置において通信ボ
ードが終端に位置するか否かを区分して管理する必要がなく、通信装置の設置時、終端に
位置した通信ボードに終端抵抗を漏らすエラーを防止することができ、通信ボードの位置
に関係なく同一の通信ボードを利用するので維持および管理が容易な差動入力方式通信の
終端抵抗発生装置および差動入力方式通信装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一実施形態による差動入力方式通信の終端抵抗発生装置は、第１グラウンド端
子を含み、前記第１グラウンド端子がグラウンドに連結された時にのみ動作する第１回路
部、第２グラウンド端子を含み、前記第２グラウンド端子がグラウンドに連結された時に
のみ動作する第２回路部、および前記第１グラウンド端子および前記第２グラウンド端子
のうち１つが連結されていないので前記第１回路部および前記第２回路部のうち１つだけ
が動作する場合に終端抵抗を発生させる終端抵抗発生部を含んで構成される。
【００１１】
　前記第１回路部は、前記第１グラウンド端子がグラウンドに連結された時にのみオン（
ＯＮ）状態になって動作する１つ以上のトランジスタを含んでも良い。
【００１２】
　前記第２回路部は、前記第２グラウンド端子がグラウンドに連結された時にのみオン（
ＯＮ）状態になって動作する１つ以上のトランジスタを含んでも良い。
【００１３】
　前記終端抵抗発生部は、複数の抵抗および前記複数の抵抗の間のスイッチング素子を含
んでも良い。
【００１４】
　前記終端抵抗発生部は、前記第１回路部および前記第２回路部の全てが動作する場合、
前記スイッチング素子がオフ（ＯＦＦ）状態になり、前記複数の抵抗が連結されていない
ので前記終端抵抗が発生しないようにしても良い。
【００１５】
　前記終端抵抗発生部は、前記第１回路部および前記第２回路部のうち１つだけが動作す
る場合、前記スイッチング素子がオン（ＯＮ）状態になり、前記複数の抵抗を互いに連結
して前記終端抵抗を発生させても良い。
【００１６】
　前記スイッチング素子は、Ｎチャネル空乏型ＭＯＳＦＥＴであっても良い。
【００１７】
　本発明の一実施形態による差動入力方式通信装置は差動入力方式の通信を行う複数の通
信ボードを含み、前記通信ボードは前記通信ボードが終端に位置するか否かに応じて終端
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抵抗を発生させる終端抵抗発生装置を含んでも良い。この時、前記終端抵抗発生装置は、
第１グラウンド端子を含み、前記第１グラウンド端子がグラウンドに連結された時にのみ
動作する第１回路部、第２グラウンド端子を含み、前記第２グラウンド端子がグラウンド
に連結された時にのみ動作する第２回路部、および前記第１グラウンド端子および前記第
２グラウンド端子のうち１つが連結されていないので前記第１回路部および前記第２回路
部のうち１つだけが動作する場合に終端抵抗を発生させる終端抵抗発生部を含んで構成さ
れる。
【００１８】
　前記複数の通信ボードのうち終端に位置した通信ボードは、前記第１グラウンド端子お
よび前記第２グラウンド端子のうち１つが連結されていないので終端抵抗が発生し、前記
複数の通信ボードのうち終端に位置していない通信ボードは、前記第１グラウンド端子お
よび前記第２グラウンド端子の全てが連結されて終端抵抗が発生しなくても良い。
【００１９】
　前記第１回路部は、前記第１グラウンド端子がグラウンドに連結された時にのみオン（
ＯＮ）状態になって動作する１つ以上のトランジスタを含んでも良い。
【００２０】
　前記第２回路部は、前記第２グラウンド端子がグラウンドに連結された時にのみオン（
ＯＮ）状態になって動作する１つ以上のトランジスタを含んでも良い。
【００２１】
　前記終端抵抗発生部は、複数の抵抗および前記複数の抵抗の間のスイッチング素子を含
んでも良い。
【００２２】
　前記終端抵抗発生部は、前記第１回路部および前記第２回路部の全てが動作する場合、
前記スイッチング素子がオフ（ＯＦＦ）状態になり、前記複数の抵抗が連結されていない
ので前記終端抵抗が発生しないようにしても良い。
【００２３】
　前記終端抵抗発生部は、前記第１回路部および前記第２回路部のうち１つだけが動作す
る場合、前記スイッチング素子がオン（ＯＮ）状態になり、前記複数の抵抗を互いに連結
して前記終端抵抗を発生させても良い。
【００２４】
　前記スイッチング素子は、Ｎチャネル空乏型ＭＯＳＦＥＴであっても良い。
【００２５】
　前記差動入力方式の通信は、ＣＡＮ（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ）通信、ＲＳ－４８５（Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄｅｄ　Ｓｔａｎｄａｒｄ－４８５）通信お
よびＲＳ－４２２（Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄｅｄ　Ｓｔａｎｄａｒｄ－４２２）通信のうち１
つであっても良い。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の一側面によれば、差動入力方式通信装置において複数の同一の通信ボードを利
用するが、通信ボードが終端に位置すれば終端抵抗を発生させ、通信ボードが終端に位置
しなければ終端抵抗を発生させないようにすることにより、差動入力方式通信装置におい
て通信ボードが終端に位置するか否かを区分して管理する必要がなく、通信装置の設置時
、終端に位置した通信ボードに終端抵抗を漏らすエラーを防止することができ、通信ボー
ドの位置に関係なく同一の通信ボードを利用するので維持および管理が容易な差動入力方
式通信の終端抵抗発生装置および差動入力方式通信装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】従来の差動入力方式通信装置を示す図である。
【図２】従来の差動入力方式通信装置に終端抵抗を設ける例を示す図である。
【図３】従来の差動入力方式通信装置に終端抵抗を設ける例を示す図である。
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【図４】本発明の一実施形態による差動入力方式通信の終端抵抗発生装置を概略的に示す
図である。
【図５】本発明の一実施形態による差動入力方式通信の終端抵抗発生装置の具体的な構成
の一例を示す図である。
【図６】本発明の一実施形態による差動入力方式通信装置の具体的な構成の一例を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本発明を添付図面を参照して詳細に説明すれば次の通りである。ここで、繰り返される
説明、本発明の要旨を不要に濁す恐れのある公知機能、および構成に関する詳細な説明は
省略する。本発明の実施形態は、当業界で平均的な知識を有する者に本発明をより完全に
説明するために提供されるものである。したがって、図面での要素の形状および大きさな
どはより明確な説明のために誇張されることがある。
【００２９】
　明細書の全体において、ある部分がある構成要素を「含む」とする時、これは、特に逆
の記載がない限り、他の構成要素を除外するのではなく、他の構成要素をさらに含んでも
良いことを意味する。
【００３０】
　また、明細書に記載された「...部」という用語は１つ以上の機能や動作を処理する単
位を意味し、これは、ハードウェアやソフトウェアまたはハードウェアおよびソフトウェ
アの結合で実現されることができる。
【００３１】
　図４は、本発明の一実施形態による差動入力方式通信の終端抵抗発生装置を概略的に示
す図である。
【００３２】
　図４を参照すれば、本発明の一実施形態による差動入力方式通信の終端抵抗発生装置１
００は、第１回路部１１０、第２回路部１２０および終端抵抗発生部１３０を含んで構成
されることができる。図１に示された差動入力方式通信の終端抵抗発生装置１００は一実
施形態によるものであり、その構成要素が図１に示された実施形態に限定されるものでは
なく、必要に応じて一部の構成要素が付加、変更または削除されても良い。
【００３３】
　また、本発明の一実施形態による差動入力方式通信の終端抵抗発生装置１００は、差動
入力方式通信装置の通信ボードに含まれた形態で実現されても良く、通信ボードの形態で
実現されても良い。
【００３４】
　第１回路部１１０は第１グラウンド端子１１１を含み、第１グラウンド端子１１１がグ
ラウンド（ｇｒｏｕｎｄ）に連結された時にのみ動作する。また、第２回路部１２０は第
２グラウンド端子１２１を含み、第２グラウンド端子１２１がグラウンドに連結された時
にのみ動作する。ここで、「動作する」とは、該回路部がオン（ＯＮ）状態になって回路
に電流が流れるということを意味する。
【００３５】
　終端抵抗発生部１３０は、第１グラウンド端子１１１および第２グラウンド端子１１２
のうち１つが連結されていないので第１回路部１１０および第２回路部１２０のうち１つ
だけが動作する場合に終端抵抗を発生させる。終端抵抗発生部１３０は、差動入力方式通
信のハイ（ｈｉｇｈ）信号を受信する端子１３１と差動入力方式通信のロー（ｌｏｗ）信
号を受信する端子１３２とを含んで構成されることができる。
【００３６】
　以下、図５を参照して、差動入力方式通信の終端抵抗発生装置１００の具体的な構成の
一例を説明する。
【００３７】
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　図５は、本発明の一実施形態による差動入力方式通信の終端抵抗発生装置の具体的な構
成の一例を示す図である。
【００３８】
　図５を参照すれば、第１回路部１１０は、第１グラウンド端子１１１がグラウンドに連
結された時にのみオン（ＯＮ）状態になって動作する１つ以上のトランジスタ１１２，１
１３を含むことができる。図５においては、第１回路部１１０が２つのトランジスタ１１
２，１１３を含んでいるものとして示されているが、これは一実施形態によるものであり
、必要に応じてトランジスタは１つまたは３つ以上であっても良い。
【００３９】
　第１回路部１１０は、トランジスタ１１２，１１３にかかる電圧を分配するための分圧
抵抗１１４，１１５，１１６，１１７を含むことができる。また、第１回路部１１０は、
第１回路部１１０および第２回路部１２０が動作して電流が流れる場合に電圧がかかるよ
うにするための負荷抵抗１１８を含むことができる。
【００４０】
　第２回路部１２０は、第２グラウンド端子１２１がグラウンドに連結された時にのみオ
ン（ＯＮ）状態になって動作する１つ以上のトランジスタ１２２，１２３を含むことがで
きる。図５においては、第２回路部１２０が２つのトランジスタ１２２，１２３を含んで
いるものとして示されているが、これは一実施形態によるものであり、必要に応じてトラ
ンジスタは１つまたは３つ以上であっても良い。
【００４１】
　第２回路部１２０は、トランジスタ１２２，１２３にかかる電圧を分配するための分圧
抵抗１２４，１２５，１２６，１２７を含むことができる。
【００４２】
　終端抵抗発生部１３０は、複数の抵抗１３３，１３４および複数の抵抗１３３，１３４
の間のスイッチング素子１３５を含むことができる。終端抵抗発生部１３０は、図５に示
された構成により、第１グラウンド端子１１１および第２グラウンド端子１１２のうち１
つが連結されていないので第１回路部１１０および第２回路部１２０のうち１つだけが動
作する場合に終端抵抗を発生させることができる。
【００４３】
　例えば、終端抵抗発生部１３０は、第１回路部１１０および第２回路部１２０の全てが
動作する場合、スイッチング素子１３５がオフ（ＯＦＦ）状態になり、複数の抵抗１３３
，１３４が連結されていないので前記終端抵抗が発生しないようにする。また、終端抵抗
発生部１３０は、第１回路部１１０および第２回路部１２０のうち１つだけが動作する場
合、スイッチング素子１３５がオン（ＯＮ）状態になり、複数の抵抗１３３，１３４を互
いに連結して前記終端抵抗を発生させる。
【００４４】
　一実施形態において、スイッチング素子１３５はＮチャネル空乏型ＭＯＳＦＥＴであっ
ても良い。Ｎチャネル空乏型ＭＯＳＦＥＴは、ゲートに電圧が印加されればオフ（ＯＦＦ
）状態になり、ゲートに電圧が印加されなければオン（ＯＮ）状態になる性質を有するた
め、本発明の一実施形態による終端抵抗発生装置１００の終端抵抗発生部１３０のスイッ
チング素子１３５として利用することができる。
【００４５】
　例えば、第１グラウンド端子１１１および第２グラウンド端子１２１が全て連結されて
、第１回路部１１０および第２回路部１２０が動作する場合、第１回路部１１０および第
２回路部１２０のトランジスタ１１２，１１３，１２２，１２３が全て動作するようにな
り、第１回路部１１０の負荷抵抗１１８に電圧が印加され、Ｎチャネル空乏型ＭＯＳＦＥ
Ｔ１３５はオフ（ＯＦＦ）状態になる。したがって、終端抵抗発生部１３０の抵抗１３３
，１３４が互いに連結されていないので終端抵抗が発生しない。
【００４６】
　第１グラウンド端子１１１が連結されていないので第１回路部１１０が動作せず、第２
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回路部１２０だけが動作する場合、第１回路部１１０のトランジスタ１１２，１１３が動
作しなくなり、第１回路部１１０の負荷抵抗１１８に電圧が印加されなくなり、Ｎチャネ
ル空乏型ＭＯＳＦＥＴ１３５はオン（ＯＮ）状態になる。したがって、終端抵抗発生部１
３０の抵抗１３３，１３４が互いに連結されて終端抵抗が発生する。
【００４７】
　第２グラウンド端子１２１が連結されていないので第２回路部１２０が動作せず、第１
回路部１１０だけが動作する場合にも、同じように、第２回路部１２０のトランジスタ１
２２，１２３が動作しなくなり、第１回路部１１０の負荷抵抗１１８に電圧が印加されな
くなり、Ｎチャネル空乏型ＭＯＳＦＥＴ１３５はオン（ＯＮ）状態になる。したがって、
終端抵抗発生部１３０の抵抗１３３，１３４が互いに連結されて終端抵抗が発生する。
【００４８】
　このように、本発明の一実施形態による終端抵抗発生装置１００は、第１グラウンド端
子１１０および第２グラウンド端子１２０がグラウンドに全て連結されいるか否かに応じ
て終端抵抗の発生可否が決定されるため、同一の回路構成を有していても通信ボードが終
端に位置するか否かを区分して管理する必要がなく、通信装置の設置時、終端に位置した
通信ボードに終端抵抗を漏らすエラーを防止することができる。
【００４９】
　以下、図６を参照して、本発明の一実施形態による差動入力方式通信の終端抵抗発生装
置１００が差動入力方式通信装置に適用された例を説明する。
【００５０】
　図６は、本発明の一実施形態による差動入力方式通信装置の具体的な構成の一例を示す
図である。
【００５１】
　本発明の一実施形態による差動入力方式通信装置は、ＣＡＮ（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ　
Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）通信、ＲＳ－４８５（Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄｅｄ　Ｓｔａｎｄ
ａｒｄ－４８５）通信およびＲＳ－４２２（Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄｅｄ　Ｓｔａｎｄａｒｄ
－４２２）通信のうち１つの差動入力方式通信を利用することができる。
【００５２】
　本発明の一実施形態による差動入力方式通信装置は、差動入力方式の通信を行う複数の
通信ボードを含むことができる。また、通信ボードは、前記通信ボードが終端に位置する
か否かに応じて終端抵抗を発生させる終端抵抗発生装置を含むことができる。終端抵抗発
生装置は、図４および図５を参照して説明した終端抵抗発生装置１００であっても良い。
【００５３】
　図６において、本発明の一実施形態による差動入力方式通信の終端抵抗発生装置１００
は、差動入力方式通信装置の通信ボードの形態で実現されている。
【００５４】
　図６を参照すれば、差動入力方式通信装置の通信ボードのうち終端に位置した通信ボー
ド１００'，１００''は、第１グラウンド端子および第２グラウンド端子のうち１つが連
結されていないので終端抵抗が発生する。すなわち、通信ボード１００'は第２グラウン
ド端子１２１'が連結されていないので終端抵抗が発生し、通信ボード１００''は第１グ
ラウンド端子１１１'が連結されていないので終端抵抗が発生する。
【００５５】
　また、差動入力方式通信装置の通信ボードのうち終端に位置していない通信ボードは、
第１グラウンド端子および第２グラウンド端子の全てが連結されて終端抵抗が発生しない
。
【００５６】
　以上、本発明の特定実施形態を図示して説明したが、本発明の技術思想は添付図面と前
記説明の内容に限定されず、本発明の思想を逸脱しない範囲内で様々な形態の変形が可能
であるということは本分野の通常の知識を有する者にとって明らかであり、このような形
態の変形は本発明の精神に反しない範囲内で本発明の特許請求の範囲に属するとみなすこ
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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